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漢
字
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第
六
號

キ
ー
ワ
ー
ド
：
上
古
音　

金
文　

簡
牘　

通
假　

再
構
音　

擬
音

は
じ
め
に

金
文
や
簡
牘
な
ど
出
土
資
料
を
讀
も
う
と
す
る
と
、
見
慣
れ
な
い
字
形
の
形
聲

字
や
、
假
借
字
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
同
音
あ
る
い
は
音
が
近
い
代
替
字

を
通
假
字（

1
）

と
呼
ぶ
。
通
假
と
い
う
語
に
明
確
な
定
義
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

同
義
で
使
わ
れ
た
代
替
字
と
し
て
お
く
。ま
た
い
わ
ゆ
る
假
借
と
通
假
の
違
い
は
、

本
字
の
有
無
で
あ
る
と
よ
く
言
う
が
、
何
を
も
っ
て
「
本
字
」
と
す
る
の
か
明
確

で
は
な
い
。

こ
れ
ら
通
假
字
を
解
釋
す
る
た
め
に
は
上
古
音
の
知
識
が
不
可
缺
で
あ
る
。
通

假
は
全
く
の
同
音
字
が
使
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
り
、
後
世
か
ら
見
て
の

近
似
音
も
多
い
。
で
は
音
が
近
い
と
は
ど
の
範
圍
ま
で
が
そ
う
言
え
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

本
稿
は
上
古
音
の
槪
略
と
通
假
の
實
例
を
簡
單
に
紹
介
す
る
。
な
お
上
古
音
と

は
『
詩
經
』『
楚
辭
』
な
ど
の
押
韻
例
と
諧
聲
系
列
を
基
に
し
て
復
元
さ
れ
た
音

系
を
指
し
、
先
秦
音
系
と
も
い
う
。
廣
く
は
、
漢
代
ま
で
を
含
め
て
い
う
。
ま
た

中
古
音
と
は
『
切
韻
』（
隋
仁
壽
元
年
（
六
〇
一
年
）
の
序
）
に
反
映
さ
れ
て
い

る
音
系
で
あ
る
。
上
古
音
と
中
古
音
は
切
り
離
さ
れ
た
音
系
で
は
な
い
。
中
古
音

の
復
元
か
ら
、
上
古
音
へ
と
硏
究
が
進
ん
で
き
た
。
と
う
ぜ
ん
中
古
音
に
つ
い
て

も
あ
る
程
度
を
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
諧
聲
と
は
、
い
わ
ゆ
る
形
聲

字
な
ど
聲
符
を
同
じ
く
す
る
關
係
の
字
を
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
形
聲
字
が
い
つ
作

ら
れ
た
の
か
も
問
題
と
な
る
。

な
お
用
語
に
關
し
て
も
注
意
が
要
る
。
傳
統
的
な
音
韻
學
の
用
語
に
現
代
の
音

聲
學
の
用
語
が
混
在
し
、
し
か
も
そ
の
用
語
の
翻
訳
が
日
中
で
異
な
る
。

上
古
音
硏
究
史

中
國
語
音
韻
學
の
各
書
に
詳
し
く
說
明
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
簡
單
に
紹
介
す

る
。中

國
の
學
者
た
ち
は
、『
詩
經
』
の
押
韻
が
「
今
」
と
異
な
る
こ
と
に
氣
づ
い

て
お
り
、
そ
れ
を
「
古
音
」
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
し
て
押
韻
や
諧
聲
字
に
よ
り
分

析
を
進
め
、『
廣
韻
』（『
切
韻
』
の
增
補
改
訂
版
、
一
〇
一
一
年
）
等
に
な
ら
い
、

代
表
字
や
數
字
を
當
て
「
〜
部
」
と
名
づ
け
た（

2
）。

し
か
し
實
際
に
は
ど
の
よ
う

な
音
な
の
か
、
他
の
音
と
ど
う
異
な
る
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
ー
ル
グ
レ
ン
（
高
本
漢
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
學

上
古
音
入
門通

假
字
を
見
る
た
め
の
上
古
音
概
説

村　
　

上　
　

幸　
　

造



通
假
字
を
見
る
た
め
の
上
古
音
槪
説

一
二
二

に
倣
い
、
音
價
推
定
（
擬
音
）
と
い
う
方
法
で
、
ま
ずAncient Chinese

（
中

古
音
）
と
名
づ
け
た
『
廣
韻
』
に
據
る
音
を
、復
元
・
再
構
（reconstruction

）（
構

擬
）
し
て
み
せ
た（

3
）。Archaic Chinese

（
上
古
音
）
を
含
め
た
そ
の
後
の
硏
究

を
ま
と
め
た
も
の
が
⑲
高
本
漢
『
中
國
聲
韻
學
大
綱
』（
後
述
の
「
主
な
工
具
書
」

を
参
照
。
以
下
同
じ
）
で
あ
り
、
そ
の
古
漢
語
字
典
が
④GSR

『
漢
文
典
』
で

あ
る
。
以
來
古
音
硏
究
は
、
音
價
推
定
（
擬
音
）
を
行
い
な
が
ら
、
カ
ー
ル
グ
レ

ン
說
の
修
正
と
し
て
展
開
す
る
。

な
お
現
在
、
中
古
音
と
上
古
音
の
英
文
表
記
は
、
語
彙
・
語
法
な
ど
を
含
め
て

一
般
に
そ
れ
ぞ
れM

iddle Chinese
お
よ
びOld Chinese

と
稱
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れM

C

とOC

に
略
す
。

漢
字
音
の
構
造

ま
ず
漢
字
音
に
つ
い
て
、
一
字
が
一
音
節
と
さ
れ
て
い
る
。
中
國
語
の
音
節
つ

ま
り
漢
字
音
は
、
聲
母
と
韻
母
と
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
そ
こ
に
聲
調
が
か
ぶ
さ
る

が
、
聲
調
を
韻
母
に
含
め
て
い
う
こ
と
が
多
い
。
韻
母
を
さ
ら
に
細
分
し
て
、
介

音
・
主
母
音
・
韻
尾
と
に
分
け
る
。
つ
ま
り
、

音
節Syllable =

 

聲
母Initial　

＋　

韻
母Fainal　
（
＋
聲
調Tone
）

韻
母 =

 

韻
頭
（
介
音
）M

edial 

＋ 

韻
腹
（
主
母
音
）Nucleus 

＋ 

韻
尾
（
尾

音
）Coda

韻
（
〜
部
）Rhym

e  =
 

核
音N

ucleus 

＋ 

尾
音Coda

詩
の
押
韻
に
お
い
て
、
介
音
の
差
異
は
無
視
さ
れ
る
。
つ
ま
り
上
古
音
の
韻
部

は
、
介
音
の
異
な
る
字
を
含
む
。
そ
の
た
め
、
介
音
は
む
し
ろ
聲
母
に
含
め
て
考

え
る
方
が
都
合
が
よ
い
。
上
古
音
か
ら
中
古
音
へ
の
聲
母
・
韻
母
の
變
化
は
、
主

に
介
音
の
働
き
に
よ
る
。
從
っ
て
38B-SOC

（
五
三
頁
）
は
音
節
を
、

Syllable   =
   O
nset      +

      Rhym
e

　
　
　
　

O
nset =

  Initial +
 M
edial

　
　
　
　

Rhym
e =
  N
ucleus +

 Coda

（+
 Postcoda

）

と
分
け
る
。
さ
ら
にInitial

の
前
に
「
前
聲
母
」Preinitial

あ
る
い
は
接
頭
辭

Prefix

を
置
く
。
い
ま
「
前
綴
」
と
総
稱
す
る
こ
と
に
す
る
が
、「
冠
音
」
と
も

い
う
。Postcoda

と
は
、
去
聲
の
起
源
と
考
え
ら
れ
る *-s

な
ど
を
指
す
「
後

韻
尾
」
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
用
語
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
「
〜
部
」
と
い
う
場
合
は
介
音
を
含
ま
ず
、「
韻
母
」
と
い
っ
た
ば
あ

い
は
介
音
を
含
め
て
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、「
こ
の
字
の
韻
母
は
歌
部
」

と
い
う
よ
う
に
、
嚴
密
に
區
分
し
て
使
い
分
け
て
は
い
な
い
。
逆
に
介
音
を
聲
母

の
一
部
と
し
て
見
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
。

上
古
音
の
聲
母
と
韻
母

中
古
音
は
、『
切
韻
』（
六
〇
一
年
の
序
文
）
で
一
九
三
韻
（
改
訂
增
補
版
で
あ

る
『
廣
韻
』（
一
〇
一
一
年
）
で
は
二
〇
六
韻
）
に
分
け
ら
れ
、
代
表
字
で
名
付

け
ら
れ
て
い
る
。
聲
母
も
宋
代
の
三
十
六
字
母
を
も
と
に
反
切（

4
）の

分
析
か
ら
細

分
さ
れ
、
一
部
新
た
な
別
の
名
稱
が
與
え
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
字
が
ど
の
韻
に
屬

す
る
か
は
明
示
さ
れ
て
お
り
、
聲
母
も
反
切
に
よ
り
確
定
で
き
る
。
後
述
す
る
字

典
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
上
で
上
古
音
と
と
も
に
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
『
韻
鏡（

5
）』

等
の
韻
圖
を
參
考
に
、
中
古
音
は
ほ
ぼ
實
體
に
近
い
で

あ
ろ
う
音
價
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
反
し
、
上
古
音
の
聲
母
と
韻
母
は
、
主
に
『
詩
經
』
の
押
韻
字
と
諧
聲



一
二
三

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

字
系
列
（
聲
符
が
同
じ
字
）
に
基
づ
い
て
分
析
さ
れ
歸
納
さ
れ
て
作
り
上
げ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
閩
語
な
ど
古
い
形
を
留
め
て
い
る
方
言
や
、
初
期
の
ベ

ト
ナ
ム
借
用
語
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
諸
語
な
ど
と
の
比
較
を
通
し
て
硏
究
が
進

ん
で
い
る
。
從
っ
て
そ
れ
は
中
古
音
と
は
違
い
、
硏
究
者
に
よ
り
名
稱
と
區
分
に

か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
再
構
音
（
以
下
擬
音
と
い
う
）
に
至
っ
て
は
大
い
に
異

な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
承
知
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

聲
母上

古
音
の
聲
母
に
つ
い
て
は
、
中
古
音
の
聲
母
の
名
稱
を
準
用
し
て
代
表
漢
字

に
よ
る
名
稱
（
例
え
ば
「
端
母
」
ま
た
は
「
端
紐
」
の
よ
う
に
、「
〜
母
」「
〜
紐
」

と
い
う
）
を
與
え
て
示
す
も
の
（〔
表
①
〕〔
表
②
〕〔
表
③
〕）
と
、
擬
音
の
み
、

つ
ま
り
國
際
音
聲
記
號
や
獨
自
の
記
號
で
示
す
も
の
（〔
表
④
〕〔
表
⑨
〕〔
表
⑪
〕）

と
が
あ
る
。
對
照
す
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
、こ
こ
に
も
大
き
な
差
異
が
あ
る
。

大
陸
の
硏
究
者
は
多
く
が
㉑
王
力
の
硏
究
成
果
を
利
用
し
て
い
る
が
、
彼
の
著

作
は
數
が
多
く
、
執
筆
の
時
期
に
よ
り
内
容
に
少
し
異
同
が
あ
る
の
で
、
參
照
す

る
時
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。〔
表
①
〕〔
表
②
〕
を
參
照
。
㉑
王
力
に
擧
げ
た

著
作
の
う
ち
、『
同
源
字
典
』
が
少
し
他
と
異
な
る
。

照
二
組
・
照
三
組
お
よ
び
喩
三
・
喩
四

中
古
音
に
お
い
て
聲
母
を
表
す
の
に
三
十
六
字
母
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
唐
末
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の
音
に
基
づ
い
て
お
り
、『
切
韻
』
の
音
と
は
少

し
ず
れ
が
あ
る
。
反
切
の
分
析
に
よ
り
一
部
の
違
い
が
明
ら
か
と
な
り
、
齒
音
二

等
・
三
等
の
聲
母
「
照
母
・
穿
母
・
牀
母
・
審
母
・
禪
母
」
と
「
喩
母
」
が
そ
れ

ぞ
れ
二
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
從
來
の
名
稱
を
使
い
、「
照
二
・
照
三
」
等

と
す
れ
ば
よ
い
も
の
を
、
各
自
が
新
た
な
名
稱
を
つ
け
た
た
め
、
混
亂
が
生
じ
て

い
る
。〔
表
③
〕
に
整
理
し
た
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
を
上
古
音
の
聲
母
名

と
し
て
使
っ
て
い
る
。
な
お
「
〜
等
」
と
は
、
四
段
に
組
ま
れ
る
韻
圖
の
何
段
目

に
そ
の
聲
母
が
配
置
さ
れ
て
い
る
か
を
表
す
語
で
あ
る
。

〔
表
①
〕〔
表
②
〕
で
舌
上
音
・
舌
面
音
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
照
三
組
の
音
は
、

中
古
音
で
は
齒
音
に
分
類
さ
れ
る
が
、
上
古
音
で
は
舌
音
類
に
入
る
。
つ
ま
り
端

組
（
端
母
・
透
母
・
定
母
・
泥
母
）
と
關
係
が
深
い
。
拗
音
介
音 *-j-

（
あ
る
い

は
卷
舌
介
音 *-r-

）
の
影
響
で
後
に
聲
母
が
變
化
し
、
さ
ら
に
後
に
照
二
組
の
聲

母
と
合
流
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
そ
の
後
を
埋
め
る
形
で
中
古
音
に
新
た
に
端

組
か
ら
分
か
れ
た
「
知
母
・
徹
母
・
澄
母
・
娘
母（

6
）」

が
出
現
す
る
が
、
上
古
音

に
は
こ
の
四
聲
母
は
ま
だ
な
く
て
、介
音
の
有
無
の
み
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

照
二
組
は
、
齒
音
の
「
精
母
・
清
母
・
從
母
・
心
母
」
が
介
音 *-r- 

の
影
響
で
卷

舌
化
し
た
聲
母
で
あ
る
。

「
喩
母
」
も
反
切
に
よ
り
二
分
さ
れ
て
、喩
三
（
云
母
・
于
母
）
と
喩
四
（
餘
母
・

以
母
・
羊
母
）
と
に
分
か
れ
る
。
王
力
の
い
う
喩
母
は
喩
四
の
こ
と
で
あ
る
。
一

方
で
喩
三
（
云
母
・
于
母
）
は
反
切
で
は
匣
母
と
違
い
が
な
く
、
匣
母
に
含
め
て

よ
い
。
つ
ま
り
王
力
の
匣
母
は
、
中
古
音
の
匣
母+

喩
三
を
表
す
。

代
表
字
に
よ
る
聲
母
の
提
示
は
、
區
分
を
一
目
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、

音
の
實
態
が
見
え
に
く
い
。
つ
ま
り
介
音
や
前
綴
の
有
無
が
見
え
て
こ
な
い
。
し

か
も
各
硏
究
者
が
復
元
し
た
擬
音
に
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
以
上
、
代
表
字
に
よ
る

表
記
は
ま
さ
に
方
便
で
あ
る
。



通
假
字
を
見
る
た
め
の
上
古
音
槪
説

一
二
四

「
來
母
」
と
「
喩
四
」
の
音
價

中
古
音
に
お
い
て
來
母
は
﹇l

﹈、
喩
四
は
﹇j

﹈
で
あ
る
。
し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
・

ビ
ル
マ
語
と
の
比
較
な
ど
に
基
づ
き
、
上
古
音
で
は
そ
れ
ぞ
れ *r, 

と *l

で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
上
古
・
中
古
間
で
、r >

 l 

と l >
 j 

の
變
化
が

生
じ
た
。
王
力
は
〔
表
①
〕〔
表
②
〕
の
よ
う
に
ま
だ
こ
の
說
を
取
り
入
れ
て
い

な
い
。『
漢
書
』
地
理
志
に
、Ἀ

λεξάνδρεια

（Alexandreia

）
が
「
烏
弋
山
離
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
そ
の
證
據
の
一
つ
に
擧
げ
ら
れ
る
。「lex-

」
に

弋
（
喩
四
）
が
、「-dreia

」
に
離
（
來
母
）
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
喩
四

に
は *l

以
外
の
起
源
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

複
聲
母
と
介
音
お
よ
び
前
綴

「
各
」「
落
」
等
か
ら *kl- 

を
、『
爾
雅
』
釋
器
の
「
不
律
、
謂
之
筆
」
か
ら
、

*pl- 

等
の
複
聲
母
つ
ま
り
二
重
子
音
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
、
介
音
と

し
て *-r-, *-j- 

等
、
前
綴
と
し
て *s- 

等
々
を
復
元
し
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
諸

語
や
方
言
（
特
に
閩
語
）
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
語
義
や
語
法
上
の
役
割
を

論
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
⑨
鄭
張
尙
芳
、
35
潘
悟
雲
、
38B-SOC
、
39
金

理
新
に
詳
し
い
。
特
に
⑨
鄭
張
尙
芳
は
、
聲
母
の
構
造
を
韻
母
と
同
樣
に
、

聲
母 =

 

聲
首
（
冠
音
）+

 

聲
幹
（
基
子
音
）+

 

聲
尾
（

音（
7
））

と
し
て
い
る

な
お
介
音
の *-r-,*-j- 

等
は
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
子
音
の
發
音
に
影
響
し
、

聲
母
の
變
質
を
促
し
、
後
に
端
組
﹇t-

﹈etc.

か
ら
中
古
音
の
照
三
組
﹇ȶ-

﹈etc.

な
ど
の
聲
母
を
、
泥
母
﹇n-

﹈
か
ら
日
母
﹇ȵ-

﹈
を
、
精
組
か
ら
は
照
二
組
﹇ʧ

﹈

etc.

な
ど
を
生
み
出
し
た
。

韻
母
に
關
し
て
も
同
樣
に
、*-r- 

介
音
が
中
古
の
二
等
韻
に
な
り
、*-j- 

介
音

が
三
等
韻
と
な
っ
た
。
逆
に
い
う
と
、
中
古
音
二
等
韻
の
字
に
上
古
音 *-r- 

介
音

を
、
中
古
音
三
等
韻
に *-j- 

介
音
を
復
元
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
中
古
音
の
合
口
介
音
﹇-w

-,-u-

﹈
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
說
に
、
こ
の
合
口
介
音
は
上
古
音
に
は
存
在
せ
ず
、
圓
唇
性
牙
喉
音 *k

-,

*ŋ
-etc.

や
圓
唇
母
音
か
ら
後
に
生
じ
た
（*o>

uo

等
）
と
す
る
。

韻
母
の
分
類
（
詩
の
押
韻
）

韻
母
は
『
詩
經
』『
楚
辭
』
等
の
押
韻
と
諧
聲
字
系
列
に
よ
っ
て
分
部
を
行
い
、

中
古
音
に
倣
っ
て
代
表
字
を
あ
て
、
こ
れ
を
「
〜
部
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
今
の

形
に
な
る
ま
で
に
は
主
に
清
儒
の
硏
究
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
音
韻
學
の
槪
說
書
に

言
及
が
あ
る
。分
部
の
違
い
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
の
で
參
考
に
な
る
。

韻
部
の
名
は
、
中
古
音
の
韻
と
同
じ
名
づ
け
も
多
い
が
、
聲
母
の
場
合
と
異
な

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
混
亂
は
少
な
い
。
現
在
ほ
ぼ
三
〇
部
に
分
け
る
。
た
だ
し

硏
究
者
に
よ
り
韻
部
名
が
少
し
異
な
り
、
通
し
番
號
は
全
く
異
な
る
。〔
表
⑤
〕

に
別
稱
を
書
き
入
れ
た
。〔
表
⑥
〕
も
參
照
。
さ
ら
に
「
祭
部
」（
去
聲
韻
）
を
「
月

部
」
か
ら
分
立
さ
せ
る
と
、
三
一
部
と
な
る
。
㉑
王
力
は
、
冬
部
を
侵
部
と
分
け

ず
二
九
部
と
し
た
が
、『
同
源
字
典
』
で
は
冬
部
を
立
て
、
三
〇
部
と
し
た
。

さ
ら
に
細
分
し
て
全
く
新
た
に
名
稱
を
つ
け
る
硏
究
者
も
い
る
。
⑨
鄭
張
尙
芳

『
上
古
音
系
』
が
そ
の
一
例
で
、
利
用
す
る
時
は
、〔
表
⑦
〕
を
參
照
。
ま
た
細
分

し
て
も
番
號
の
み
を
付
け
足
し
、「
〜
部
（
一
）」「
〜
部
（
二
）」
と
す
る
場
合
が

あ
る
。
⑪OCM
は
そ
れ
で
あ
る
。
異
な
っ
た
硏
究
者
の
擬
音
を
見
比
べ
る
に
は
、

後
者
の
名
づ
け
の
方
が
分
か
り
や
す
く
あ
り
が
た
い
。
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中
古
音
で
い
う
聲
調
の
う
ち
、
平
聲
・
上
聲
・
去
聲
は
同
一
韻
母
に
含
め
、
入

聲
は
獨
立
さ
せ
る
。
た
だ
し
一
部
の
硏
究
者
は
入
聲
を
陰
聲
の
韻
部
に
含
め
て
名

づ
け
て
い
る
。
㉗
李
方
桂
が
そ
れ
で
あ
る
。

主
母
音
の
數
は
現
在
、
六
母
音
﹇i,u,ə,e,o,a

﹈（
あ
る
い
は
﹇ə

﹈
の
か
わ
り

に
﹇
﹈
ま
た
は
﹇
﹈）
が
ほ
ぼ
定
說
と
な
っ
て
い
る
。〔
表
⑧
〕〔
表
⑩
〕〔
表
⑫
〕

を
參
照
。
そ
の
一
方
で
一
つ
の
韻
部
に
對
し
て
複
數
の
主
母
音
を
主
張
す
る
㉗
李

方
桂
の
よ
う
な
說
も
あ
る
。
音
聲
的
に
主
母
音
が
近
似
し
て
い
れ
ば
押
韻
は
可
能

で
あ
る
。
單
一
主
母
音
の
場
合
は
、
介
音
や
韻
尾
に
違
い
が
あ
っ
た
と
す
る
。

聲
調
（
特
に
上
聲
と
去
聲
）
の
起
源
と
韻
尾

韻
部
ど
う
し
の
關
係
を
〔
表
⑤
〕
に
從
い
、
簡
單
に
說
明
す
る
。
左
右
は
、
韻

尾
の
性
質
に
よ
り
、
陰
聲
・
入
聲
・
陽
聲
に
分
け
る
。
入
聲
は
中
古
音
と
同
じ
で
、

内
破
音 *-p,*-t,*-k

で
終
わ
る
も
の
。
陽
聲
は
鼻
音 *-m

,*-n,*-ŋ

韻
尾
の
も
の

で
あ
る
。
陰
聲
に
つ
い
て
は
、
⑲
カ
ー
ル
グ
レ
ン
が
初
め
に -*d,-*

等
濁
音
子

音
を
提
起
し
た
。
現
在
で
は
開
音
節
つ
ま
り
母
音
で
終
わ
る
音
節
と
、
中
古
音
の

上
聲
・
去
聲
の
起
源
と
な
る
韻
尾
が
あ
っ
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

次
に
〔
表
⑤
〕
上
下
を
見
る
。
發
音
部
位
か
ら
、
喉
音
韻
尾 *-u

（-w
）, *-k, 

*-ŋ

・
舌
音
韻
尾 *-i

（-j

）, *-t, *-n

・
鼻
音
韻
尾 *-p,*-m

の
三
類
（
用
語
は
人

に
よ
り
異
な
る
）
に
分
け
、
次
に
主
母
音
ご
と
に
細
分
さ
れ
る
。

な
お
こ
の
他
に *-r, * -l, *-s

等
の
韻
尾
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に *-s

韻

尾
は
中
古
音
の
去
聲
の
起
源
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

中
古
音
以
降
、
入
聲
は
陽
聲
韻
と
組
み
合
わ
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
平
上
去
入
の
四

聲
を
構
成
す
る
が
、
上
古
音
で
は
、
む
し
ろ
陰
聲
韻
と
結
び
つ
き
が
強
い
。
そ
の

た
め
㉗
李
方
桂
は
、
入
聲
の
韻
部
を
陰
聲
の
韻
部
に
合
流
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
名
稱
だ
け
で
擬
音
は
入
聲
韻
尾
で
復
元
し
て
い
る
。

後
世
の
聲
調
の
上
聲
・
去
聲
は
、
上
古
音
で
は
調
値
で
は
な
く
韻
尾
の
違
い
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
入
聲
韻
尾
が
内
破
音 *-p, *-t, *-k

で
あ
る
の
と
同
樣
に
、

平
上
去
も
韻
尾
が
異
な
り
、
後
世
そ
れ
が
聲
調
に
變
化
し
た
と
考
え
る
。
㉗
李
方

桂
は
、
上
聲
に *-x

を
、
去
聲
に *-h

を
宛
て
て
い
る
。
他
に
、
上
聲
は
韻
尾
が

聲
門
閉
鎖
音 *-

、
去
聲
は *-s

、
平
聲
は
無
し
と
す
る
說
が
有
力
で
あ
る
。
⑨
鄭

張
尙
芳
お
よ
び
⑫B-S

が
そ
れ
で
あ
る
。
⑪OCM

は
去
聲
に *-h

と *-s

を
併

存
さ
せ
て
い
る
。

な
お
上
古
音
と
し
て
は
、後
世
の
平
上
去
聲
を
ま
と
め
て
同
一
韻
部
と
み
な
す
。

そ
の
他

〔
表
⑤
〕
の
一
覽
を
見
て
い
る
と
、
幾
つ
か
形
が
歪
な
こ
と
に
氣
づ
く
。
ま
ず

喉
音
韻
尾 *-g, *-k, *-ŋ

の
韻
部
の
數
が
多
い
。
㉗
李
方
桂
（
三
三
頁
）
は
聲
母

（〔
表
④
〕
參
照
）
と
同
樣
に
、
圓
唇
舌
根
音
韻
尾
を
想
定
し
た
。
つ
ま
り
、
陽
聲

韻
尾
を
四
種
類 *-m

, *-n,*-ng,*-ngw

に
、
入
聲
韻
尾
も *-p, *-t,*-k,*-kw

の
四
種
類
と
し
た
。
韻
部
の
名
に
宛
て
る
と
、幽
部
：*-əw

,*-əkw

、冬
（
中
）
部
：

*-əngw

、
宵
部
：*-aw

, *-akw
 

で
あ
る
。
二
類
に
分
け
る
こ
と
で
擬
音
の
主
母

音
の
數
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
に
贊
同
し
な
い
者
も
多
い
。

次
に
唇
音
韻
尾
の
「
談
・
葉
（
盍
）・
侵
・
緝
」
部
に
陰
聲
韻
尾
が
な
い
の
は

な
ぜ
か
。
諧
聲
字
に
は
後
で
述
べ
る
對
轉
（
韻
尾
の
交
替
）
關
係
が
認
め
ら
れ
る
。

例
え
ば
、

世
（
祭
部
書
母
）
―
葉
（
葉
部
以
母
・
書
母
）
―
泄
（
祭
部
以
母
・
心
母
）
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去
（
魚
部
溪
母
）
―
怯
（
葉
部
溪
母
）
―
法
（
葉
部
幇
母
）　　

 

〔
以=

喩
四
、
書=

審
三
〕

*-ps
（*bs
）˃ *-ts

（*ds

）˃ *-s ˃ *-i / -ø

（
去
聲
）
な
ど
の
變
化
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
形
聲
文
字
が
造
ら
れ
た
の
は
『
詩
經
』
の
時
代
よ
り
も
か
な
り
前

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
幽
部
・
宵
部
が
、*-p,*-m

に
對
應
す
る
陰
聲

韻
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

な
お
上
古
音
か
ら
中
古
音
へ
の
變
化
を
ど
う
音
理
的
に
說
明
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
も
一
つ
の
課
題
と
な
る
。
さ
ら
に
言
語
の
分
類
上
同
系
と
さ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト

語
と
の
比
較
に
よ
り
修
正
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
通
假
字
も
、
上
古
音
硏
究
の

材
料
の
一
つ
で
あ
り
、
互
い
に
補
い
合
う
関
係
に
あ
り
、
現
在
の
復
元
は
絶
對
的

な
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
承
知
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

通
假
の
判
斷
基
準

音
よ
り
も
ま
ず
文
脈
そ
の
他
に
よ
る
字
の
解
釋
が
先
決
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
漢

字
音
の
判
斷
で
あ
る
。

通
假
の
判
斷
基
準
と
な
る
同
音
で
あ
る
と
か
音
が
近
い
と
か
は
、
ど
う
や
っ
て

判
斷
す
る
の
か
。
通
假
は
四
種
に
分
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
同
音
（
雙

聲
疊
韻
）
つ
ま
り
聲
母
と
韻
母
（
總
稱
し
て
聲
韻
と
い
う
）
が
と
も
に
同
じ
も
の
、

次
に
聲
が
近
く
韻
が
同
じ
（
疊
韻
）、三
つ
目
に
聲
が
同
じ
で
韻
が
近
い
（
雙
聲
）、

最
後
が
聲
韻
と
も
に
近
い
（
聲
韻
ど
ち
ら
も
異
な
る
）
も
の
。

聲
母
に
つ
い
て
は
、
唇
・
舌
・
齒
・
牙
喉
音
の
四
類
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
通
假
す

る
が
、
特
に
來
母
と
心
母
・
邪
母
は
こ
の
枠
を
越
え
、
諧
声
字
に
「
嵐
・
風
」「
雖
・

堆
」「
谷
・
俗
・
浴
」
等
々
が
あ
る
。
ま
た
明
母
は
喉
音
の
曉
母
と
連
な
り
、「
每
・

海
」「
默
・
黑
」
の
例
が
あ
る
。

上
古
音
の
韻
尾
は
、
陰
・
入
・
陽
の
三
類
に
分
か
れ
る
。
主
母
音
が
同
じ
で
こ

の
韻
尾
が
置
き
換
わ
る
関
係
を
特
に
對
轉
と
い
う
。〔
表
⑤
〕
に
お
け
る
左
右
の

關
係
で
あ
る
。
⑯
王
輝
『
古
文
字
通
假
字
典
』
は
音
の
近
緣
に
つ
い
て
、
㉑
王
力

『
同
源
字
典
』
の
定
義
づ
け
に
從
い
、
對
轉
の
他
に
さ
ら
に
旁
轉
と
か
通
轉
と
か

を
說
明
し
て
い
る（

8
）。

雙
聲
疊
韻
や
陰
入
對
轉
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
は
、
通
假

字
の
音
の
遠
近
を
み
る
目
安
に
は
な
る
が
、
硏
究
者
に
よ
り
、
聲
母
韻
母
の
所
屬

が
異
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
ま
た
漢
字
に
よ
る
聲
母
名
だ
け
で
は
、
介

音
の
有
無
や
前
綴
の
違
い
な
ど
が
見
え
て
こ
な
い
。
擬
音
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
こ
れ
も
人
に
よ
り
異
な
る
。

こ
の
通
假
字
の
音
の
「
ず
れ
」
が
ま
た
逆
に
上
古
音
硏
究
の
材
料
と
な
る
。
文

脈
に
よ
る
解
釋
が
最
優
先
で
あ
り
、現
時
點
で
の
分
部
や
擬
音
が
離
れ
て
い
て
も
、

通
假
す
る
も
の
が
あ
る
。
擬
音
の
み
で
判
斷
は
で
き
な
い
。
通
假
の
可
否
の
明
確

な
境
界
線
は
な
い
と
言
え
る
。

通
假
字
例

今
わ
れ
わ
れ
が
通
假
字
を
見
る
時
、
だ
い
た
い
以
下
の
よ
う
な
手
順
を
と
る
で

あ
ろ
う
。

ま
ず
そ
の
字
の
上
古
音
を
知
る
た
め
に
、
⑩
郭
錫
良
『
漢
字
古
音
手
册
』
あ
た

り
を
引
い
て
、
聲
母
と
韻
母
と
を
確
認
す
る
。
雙
聲
疊
韻
の
同
音
で
あ
れ
ば
、
特

に
問
題
は
な
い
。
そ
の
二
字
が
雙
聲
の
み
、
疊
韻
の
み
、
ま
た
は
ど
ち
ら
で
も
な

い
と
な
れ
ば
、
聲
母
表
・
韻
部
表
を
眺
め
な
が
ら
、
聲
母
や
主
母
音
・
韻
尾
の
違

い
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
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そ
し
て
さ
ら
に
擬
音
（
再
構
成
音
）
を
見
て
み
よ
う
と
な
る
。
①
漢
字
古
今
音

資
料
庫
、
②
韻
典
網
、
⑫B-S

は
簡
單
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
近
よ
く
使

わ
れ
る
⑪OCM

は
、
ま
だ
常
備
し
て
い
る
圖
書
館
が
少
な
い
。
ま
た
⑫B-S

は

か
な
り
專
門
的
で
上
古
音
硏
究
を
志
す
者
に
は
有
益
で
も
、
と
り
あ
え
ず
音
だ
け

確
認
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
擬
音
表
示
が
細
か
す
ぎ
る
。

こ
れ
と
前
後
し
て
他
の
通
假
例
を
、
⑯
王
輝
『
古
文
字
通
假
字
典
』
や
⑰
劉
信

芳
『
楚
簡
帛
通
假
匯
釋
』・
⑱
白
於
藍
『
簡
帛
古
書
通
假
字
大
系
』
等
で
確
認
す
る
。

傳
世
文
獻
の
通
假
例
も
、
㉘
高
亨
・
董
治
安
、『
古
字
通
假
會
典
』
等
で
調
べ
て

お
く
。『
漢
語
大
詞
典
』
で
も
主
な
通
假
例
は
採
ら
れ
て
い
る
の
で
參
考
に
な
る
。

通
假
字
例
一
、
疐
・
對

本
誌
第
四
號
で
私
が
擔
當
し
た
「

簋
」
に
「
作
疐
在
下
」
の
句
が
あ
る
。
そ

こ
で
以
下
の
よ
う
に
解
釋
し
た
。
略
し
て
引
く
。

近
年
出
土
の
清
華
簡
『
周
公
之
琴
舞
』
に
、「
疐
天
之
不
易
」【
天
の
不
易
に
疐

す
】
と
あ
り
、
李
學
勤
は
、「
疐
、
讀
爲
「
對
」」
と
し
て
、『
金
文
編
』
卷
四
・

頁
二
七
二
の
、「
疐
」
の
字
例
を
擧
げ
、「

簋
」
の
こ
の
「
㽙
在
位
、作
疐
在
下
」

と
、「
秦
公
簋
」（
集
成4315

春
秋
早
期
）
の
「
㽙
疐
在
天
」
等
も
み
な
、「
對
」

と
讀
む
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
金
文
編
』
の
も
う
一
例
、「
楚
簋
」（
集
成

4246

・4247

・4248

・4249

西
周
晩
期
）
の
、「
疐
揚
天
子
不
（
丕
）
顯
休
」
は
、

容
庚
が
す
で
に
「
疐
揚
」
を
「
對
揚
」
と
讀
ん
で
い
る
。「
作
對
」
は
、
天
に

對
應
さ
せ
る
こ
と
、
天
の
命
に
應
じ
て
そ
れ
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

今
こ
の
二
字
の
上
古
音
を
確
認
し
て
み
る
。
⑩
郭
錫
良
『
漢
字
古
音
手
册
』
で

聲
母
と
韻
母
と
を
見
る
。
疐
：「（
古
）
端
質tĭēt

」（
八
二
頁
）、お
よ
び
、對
：「（
古
）

端
物tuōt

」（
二
三
八
頁
）と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
端
母
質
部
と
端
母
物
部
に
屬
す
る
。

こ
の
二
字
は
聲
母
は
同
じ
、
韻
尾
も
同
じ
だ
が
、
主
母
音
が
異
な
る
。
聲
母
が
同

じ
で
韻
母
も
近
い
と
言
え
る
。
つ
ま
り
「
疐
」
を
「
對
」
の
通
假
字
と
見
る
こ
と

に
問
題
は
な
い
。

つ
い
で
他
の
例
や
他
者
に
よ
る
擬
音
を
見
て
み
る（

9
）。

⑯
王
輝
『
古
文
字
通
假

字
典
』
で
、「
疐
」
字
の
所
（
五
七
九
頁
）
を
見
る
と
、こ
の
二
字
に
「
質
端
」「
物

端
」
と
韻
母
と
聲
母
を
示
し
、
例
と
し
て
「
楚
簋
」
の
、「
疐
揚
天
子
丕
顯
休
」

を
引
く
。

念
の
た
め
他
者
の
擬
音
も
見
て
み
る
。
な
お
『
廣
韻
』
で
は
「
疐
」
字
に
二
音

あ
る
が
、植
物
の
へ
た
を
意
味
す
る「
都
計
切
」の
音
で
見
て
い
く
。
上
段
が「
疐
」、

下
段
が「
對
」で
あ
る
。
ま
ず
①
漢
字
古
今
音
資
料
庫
を
見
に
行
く
。
高
本
漢（
カ
ー

ル
グ
レ
ン
）
は
韻
部
を
立
て
て
い
な
い
。（「*

」
記
號
は
省
略
）

　
　
　
　
「
疐
」 

 

「
對
」

　
　
　
　

韻
部 

聲
母　

韻
母 

韻
部　

　

聲
母　

韻
母

高
本
漢
：　

 
t　

ied 

　
　
　
　

t　

w
əd

王　

力
：
脂 

t　

iei 

微　
　
　

t　

uəi

董
同
龢
：
脂 

t　

ied 

緝
・
微　

t　

uə̂b, uə̂d 

周
法
高
：
脂 

t　

er 

微　
　
　

t　

w
ər

李
方
桂
：
脂 

t　

idh 

緝　
　
　

t　

əbh
「
對
」
字
を
⑩
郭
錫
良
は
「
物
部
（
＝
微
部
入
聲
）」
と
し
て
い
る
が
、
他
者
は

み
な
異
な
る
。
次
に
、
②
韻
典
網
で
、
⑨
鄭
張
尙
芳
『
上
古
音
系
』
の
音
を
見
る

と
、

鄭
張
尙
芳
：
至
部 tiː

s　
 

內
部
：tuːbs



通
假
字
を
見
る
た
め
の
上
古
音
槪
説

一
二
八

韻
部
名
は
そ
れ
ぞ
れ
去
聲
韻
の
名
稱
な
の
で
〔
表
⑦
〕
を
見
る
と
、「
質
部
」

と
「
緝
部
」
に
あ
た
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
、
⑪OCM

と
、
⑫B-S 

を
見
る
。

⑪OCM
 

tîts 
tuts

⑫B-S 
[t-l]ri[t]-s 

[t] ˤ[u]p-s

以
上
を
見
て
分
か
る
と
お
り
、
擬
音
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
が
、
⑫B-S

を
除

い
て
一
人
の
擬
音
の
中
で
は
、
二
字
の
音
が
近
い
こ
と
は
分
か
る
。

さ
ら
に
⑨
鄭
張
尙
芳
と
⑪B-S

は
、
諧
聲
文
字
や
チ
ベ
ッ
ト
語
と
の
對
比
か
ら

復
元
し
て
い
る
の
で
、
か
な
り
早
期
の
上
古
音
を
表
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
通

假
字
を
見
る
に
は
、
時
代
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑪OCM

に
は

Later H
an

と
名
づ
け
た
後
漢
の
音
も
擧
げ
て
い
る
の
で
漢
代
の
通
假
字
で
あ
れ

ば
そ
の
擬
音
の
方
が
參
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
⑪B-S

の
記
號
﹇
﹈
の

意
味
は
、「
他
の
子
音
・
母
音
の
可
能
性
も
あ
る
」
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

通
假
字
例
二
、
送
・
朕

「

絅
壺
」（
集
成9734

戰
國
晩
期
）
に
「
隹
送
（
朕
）
先
王
」
と
い
う
句
が

あ
る
。「
送
」
が
「
朕
が
先
王
」
の
「
朕
」
と
通
假
で
あ
る
。
⑯
王
輝
『
古
文
字

通
假
字
典
』（
七
八
四
頁
）
は
、上
古
音
を
そ
れ
ぞ
れ
、「
東
部
心
紐
」「
侵
部
定
紐
」

と
記
し
、「
心
定
、
舌
歯
隣
紐
」
と
記
す
。
他
を
見
る
。

 

⑪B-S 

⑫OCM
 

①
李
方
桂 

②
韻
典
網

送
： 

[s] ˤoŋ-s 
sôŋh 

sungh 
sloːŋs

朕
： 
lrəm

 
drəŋ

 ˂ r-ləŋ
 

drjəm
x 

l'
m

旁
は
ど
ち
ら
も
本
來
の
形
は
「
灷
」
で
あ
る
。
諧
聲
字
に
も
う
一
つ
「

」

（
朕+

女
）
の
異
體
字
「
㑞
」
が
あ
る
。
四
者
と
も
こ
の
字
を
收
錄
し
な
い
が
、

⑩
郭
錫
良
『
漢
字
古
音
手
册
』
に
は
「
餘
蒸
」
と
あ
る
。「
餘
母
」
は
「
喩
四
」（*l

）

の
こ
と
で
あ
り
、
上
古
音
で
は
舌
音
「
定
」
系
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
朕
」

と
聲
母
は
近
い
。「
送
」
は
「
心
母
（s-

）」
で
あ
り
、*s- 

は
接
頭
辭
の
可
能
性

が
高
い
の
で
、
聲
母
は
別
の
擬
音
も
考
え
得
る
。
擬
音
韻
尾
の *-s

と *-h

は
中

古
音
の
去
聲
に
、*-

 

と *-x

は
同
じ
く
上
聲
に
變
化
し
た
こ
と
を
表
す
。
東
部
・

侵
部
・
蒸
部
と
い
う
韻
部
が
異
な
る
こ
の
關
係
を
全
く
說
明
で
き
な
い
。な
お「
朕
」

の
諧
聲
字
は
「

」
の
他
に
、「
勝
」（
書
母
蒸
部
）、「
謄
・
滕
・
騰
」（
と
も
に

定
母
蒸
部
）
な
ど
が
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
以
上
で
筆
を
お
く
。

通
假
字
例
三
、

・
熊

本
誌
第
五
號
に
所
載
の
山
田
崇
仁
「
競
之
定
銅
器
群
」
に
、
楚
の
國
君
の
姓
と

し
て
「

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
傳
世
文
獻
で
の
楚
の
國
姓
は
「
熊
」
で
あ
る
。

注
に
、「

は
影
紐
、
談
部
。
熊
は
侵
部
。
旁
轉
で
通
用
す
る
關
係
に
あ
る
」
と

記
す
。
以
下
に
他
者
の
擬
音
そ
の
他
を
表
示
す
る
。「

」
字
を
收
錄
し
な
い
場

合
に
は
代
わ
り
に
そ
の
聲
符
で
あ
る
「
今
」
字
を
示
す
。

 

（
今
） 

熊

⑩
郭
錫
良 

影
侵ǐəm

 

匣
蒸

ǐəŋ

①
漢
字
古
音
資
料
庫　

高
本
漢 

（k iəm

） 

　

ium
王
力 

（
侵k ǐ əm

） 

蒸

ǐ w
əŋ

董
同
龢 

談

jm
/

侵

iəm

　

 

蒸

juə̆ŋ

周
法
高 

談

jiam
 /

侵

eəm
 

蒸

jw
əŋ

李
方
桂 
談

jiam
x /

侵

iəm
h  

侵gw
jəm



一
二
九

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

②
韻
典
網　

　

 

侵q
ːm

/

談qlam
/ ql

ːm
s 

侵

l
m

⑪OCM
 

（
侵 kəm

） 

侵 w
əm

⑫B-S 

（[k]r[ə]m

） 
C.[

]

（r

）əm

と
も
に
侵
部
の
字
で
、「

」
字
は
「
今
」
を
聲
符
と
す
る
の
で
、
聲
母
に
少

し
違
い
が
あ
っ
た
と
看
做
せ
る
。
言
う
な
れ
ば
、「
畳
韻
旁
紐
」で
あ
る
。
後
に「
熊
」

の
音
は
變
化
し
て
、
韻
尾
が *-m

か
ら
中
古
音
で
は
﹇-ŋ

﹈
と
な
っ
た
。『
廣
韻
』

は
羽
弓
切
、
東
韻
で
あ
る
。
王
力
・
董
同
龢
・
周
法
高
は
、
中
古
音
に
引
き
ず
ら

れ
て
、
分
部
を
誤
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
通
假
例
や
、
閩
語
で
熊
を
﹇him

﹈

と
い
う
こ
と
等
か
ら
、「
熊
」
を
侵
部
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
⑫B-S

の
記
號
﹇
﹈
は
、「
他
の
子
音
・
母
音
の
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
表
し
、（ 

）

は
「
無
か
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
中
古
音
で
は
無
い
も
の
と
合
流
す
る
」
こ
と
を
示

す
。⑯

王
輝『
古
文
字
通
假
字
典
』（
三
四
四
頁
）を
見
て
み
る
と
、楚
王
の
姓
を「

」

と
書
く
『
包
山
楚
簡
』
二
一
七
と
、『
望
山
楚
簡
』
一
・
一
九
の
例
や
、
他
の
金

文
の
例
を
擧
げ
て
い
る
。

通
假
字
例
四
、
恷
・
喜
・
疑

前
項
と
同
じ
く
、「
競
之
定
銅
器
群
」
の
中
で
、「
楚
王

（
熊
）
恷
」
を
、
傳

世
文
獻
の
悼
王
（
熊
疑
）
に
比
定
す
る
と
い
う
所
に
出
て
く
る
。
各
書
、「
恷
」

字
が
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
休
」
で
代
用
す
る
。

 

休 

喜 

疑

⑩
郭
錫
良 

曉
幽xǐəu 

曉
之xǐə 

疑
之ŋǐə

①
漢
字
古
今
音
資
料
庫

　

李
方
桂 

幽h jəgw
 

之hjəgx/hjəgh 

之 ng jəg

②
韻
典
網　

　

 

幽q
u 

之q
l

 

之ŋ

⑪OCM
 

幽hu 

之hə
 

之ŋə/ŋək

⑫B-S 

　

q

（r

）u 

　

q

（r

）ə 
[ŋ]（r

）ə（<
 uvular

）

⑫B-S

の
「<

 uvular

」
は
、
口
蓋
垂
音
﹇,q,

﹈
等
か
ら
﹇ŋ

﹈
に
變
化
し

た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
音
聲
學
的
に
近
い
音
で
あ
る
。
聲
母
は
同
じ
喉

音
類
で
あ
り
、主
母
音
が
異
な
る
だ
け
で
十
分
に
通
假
し
う
る
。
な
お
㉛
王
輝『
古

文
字
通
假
字
典
』
に
こ
の
三
字
が
關
わ
る
通
假
例
は
載
ら
な
い
。

主
な
工
具
書

網イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

棚
の
上
を
見
よ

上
古
音
の
再
構
成
音
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
て
參
照
し
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
便
利
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
通
假
字
を
見
る
時
に
は
、
そ
の
聲
母
と

韻
母
と
を
確
認
し
、
そ
の
音
が
同
音
な
の
か
ま
た
近
い
か
遠
い
か
を
判
斷
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

①　

漢
字
古
今
音
資
料
庫　

http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw
/ccr

國
立
臺
灣
大
學
中
國
文
學
系
と
中
央
硏
究
院
資
訊
科
學
硏
究
所
の
共
同
開
發
に

よ
る
も
の
で
、
そ
の
漢
字
の
中
古
音
お
よ
び
上
古
音
の
聲
母
・
韻
母
そ
の
他
の

音
韻
情
報
に
つ
い
て
す
ぐ
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
簡
牘
な
ど
の
字
形
が
見
れ

る
別
頁
も
あ
る
。
上
古
音
で
は
、
⑲
高
本
漢
（
カ
ー
ル
グ
レ
ン
）・
⑧
㉑
王
力
・

㉙
董
同
龢
・
⑦
周
法
高
・
㉗
李
方
桂
の
擬
音
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
元
に
な
る
出
版
物
は
左
記
の
と
お
り
。

一
、
王
力
：《
漢
字
古
今
音
表
》（
修
訂
本
）
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
。



通
假
字
を
見
る
た
め
の
上
古
音
槪
説

一
三
〇

李
珍
華
、
周
長
楫
編
撰
。

二
、
李
方
桂
：《
上
古
音
硏
究
》
北
京
：
商
務
印
書
館
、
一
九
八
〇
年
。

三
、
周
法
高
：《
周
法
高
上
古
音
韻
表
》
臺
北
：
三
民
書
局
、
一
九
七
三
年
。

張
日
昇
、
林
潔
明
合
編
。（
未
見
）

四
、
董
同
龢
：《
上
古
音
韻
表
稿
》
臺
北
：
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
專

刊
甲
種
之
廿
一
、一
九
六
七
年
。

五
、
羅
常
培
、
周
祖
謨
：《
漢
魏
晉
南
北
朝
韻
部
演
變
硏
究
》
北
京
：
科
學
出

版
社
、
一
九
五
八
年
。

六
、Bernhard K

arlgren, G
ram

m
ata Serica Recensa

（Stockholm
: The 

M
useum

 of Far Eastern Antiquities, Bulletin N
o. 29, 1957

）. 

中
譯

本
：《
漢
文
典
》（
修
訂
本
）
上
海
：
上
海
辭
書
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

②　

韻
典
網http://ytenx.org/　

上
古
音
系 

構
擬
周
秦
古
音

⑨
鄭
張
尙
芳
『
上
古
音
系
』（
上
海
：
上
海
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

の
誤
植
を
正
し
、
擬
音
を
國
際
音
標
の
標
準
形
式
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
語
そ
の
他
と
の
對
比
を
行
い
、分
部
は
他
者
と
は
大
い
に
異
な
り
、

よ
り
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。〔
表
⑦
〕に
そ
の
對
照
表（
當
該
書
の
一
六
八
頁
）

を
載
せ
る
。（ 

）
内
の
名
稱
が
細
分
化
さ
れ
た
韻
部
名
あ
る
い
は
獨
自
の
名

稱
で
あ
る
。つ
ま
り
他
書
と
參
照
す
る
際
に
は
左
側
の
名
稱
で
見
れ
ば
よ
い
。

ま
た
表
の
注
に
あ
る
よ
う
に
、
上
聲
韻
尾
に *-

を
、
去
聲
韻
尾
に *-s

を

再
構
し
て
い
る
。

上
古
音
は
本
人
の
擬
音
一
種
類
の
み
で
あ
る
が
、
中
古
音
は
六
者
の
擬
音
が

載
る
。
書
籍
版
も
上
古
音
字
典
と
し
て
活
用
で
き
る
。

③　

東
方
語
言
學 http://w

w
w
.eastling.org/　

の
中
に
あ
る

上
古
音
查
詢http://w

w
w
.eastling.org/oc/oldage.aspx

サ
ー
バ
ー
破
損
に
よ
り
二
〇
一
八
年
三
月
時
點
、
閱
覽
不
能
。

主
な
上
古
音
字
典

④ 
G
SR

と
略
す
。K

arlgren, Bernhard.G
ram
m
ata serica recensa.

（Bulletin of the M
useum

 of Far Eastern A
ntiquities, N

o. 29

）. 

Stockholm
: M

useum
 of Far Eastern Antiquities, 1957. 

カ
ー
ル
グ
レ

ン
が
編
ん
だ
字
書
。
一
九
四
〇
年
のG

ram
m
ata serica

の
改
訂
版
。
漢

字
を
聲
符
に
よ
っ
て
分
け
て
通
し
番
號
を
附
し
、
上
古
・
中
古
・
現
代
音
を

記
し
、
そ
の
變
遷
が
た
ど
れ
る
。
歐
米
の
硏
究
者
が
漢
字
を
扱
う
時
、
こ
の

通
し
番
號
と
音
を
よ
く
利
用
す
る
。
漢
譯
本
は
、
高
本
漢
『
漢
文
典
』（
修

訂
本
）、
潘
悟
雲
ほ
か
譯
、
上
海
辭
書
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
①
漢
字
古

今
音
資
料
庫
で
見
れ
る
。

⑤ 

陳
復
華
・
何
九
盈
『
古
韻
通
曉
』
北
京
：
中
國
社
会
科
學
出
版
社
、
一
九
八
七

年
。
聲
母
・
韻
部
は
王
力
三
十
部
（
冬
部
は
侵
部
よ
り
分
離
）
に
從
う
。
上

古
音
韻
母
ご
と
に
聲
母
順
に
配
列
。
さ
ら
に
中
古
音
の
反
切
・
韻
目
な
ど
を

載
せ
る
。
筆
畫
索
引
あ
り
。

⑥ 

唐
作
藩
『
上
古
音
手
册
』（
增
訂
本
）
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
。

 

文
字
通
り
上
古
音
の
み
の
字
典
。
配
列
は
現
代
音
のpinyin

順
、
王
力
『
古

代
漢
語
』
に
從
う
。
韻
母
・
聲
母
・
四
聲
を
表
示
。
擬
音
は
な
い
が
、
上
古

音
の
聲
母
・
韻
母
の
確
認
に
は
簡
便
。
筆
畫
索
引
あ
り
。

⑦ 

周
法
高
『
漢
字
古
今
音
彙
』
香
港
：
中
文
大
學
出
版
社
、
一
九
七
四
年
。

 

董
同
龢
・
高
本
漢
・
周
法
高
三
家
の
擬
音
を
載
せ
る
。
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⑧ 

李
珍
華
・
周
長
楫
『
漢
字
古
今
音
表
』
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
。

㉑
王
力
『
漢
語
史
稿
』（
修
訂
本
）
科
學
出
版
社
、
一
九
五
七
年
、
上
册
に

基
づ
き
、
⑩
郭
錫
良
『
漢
字
古
音
手
册
』
を
參
照
し
、
擬
音
を
一
部
變
更
。

配
列
は
、
中
古
音
・
上
古
音
・
近
代
音
・
現
代
音
の
順
で
、
現
代
音
は
普
通

話
（
北
方
方
言
）・
呉
語
（
蘇
州
話
）・
湘
語
（
長
沙
話
）・
贛
語
（
南
昌
話
）・

客
家
語
（
梅
県
話
）・
粤
語
（
廣
州
話
）・
閩
東
語
（
福
州
話
）・
閩
南
語
（
厦

門
話
）
を
表
示
。

⑨ 

鄭
張
尙
芳
『
上
古
音
系
』
上
海
：
上
海
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。
第
二

版
・
二
〇
一
三
年
に
は
、
附
錄
三
篇
（
上
古
喉
冠l

聲
母
的

化
・
上
古
韻

類
與
分
韻
字
表
・
上
古
詩
歌
標
音
示
例
―「
關
雎
」）が
追
加
さ
れ
た
。
チ
ベ
ッ

ト
語
と
の
對
比
で
上
古
音
を
復
元
し
て
い
る
。
分
部
が
他
者
よ
り
細
か
く
、

入
聲
韻
を
濁
音
子
音
と
す
る
の
は
特
異
で
あ
る
。
上
記
の
②
韻
典
網
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
版
も
利
用
で
き
る
。

 

ま
た
林
連
通
・
鄭
張
尚
芳
『
漢
字
字
音
演
變
大
字
典
』
江
西
敎
育
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
、
に
も
鄭
張
尚
芳
と
高
本
漢
・
王
力
・
李
方
桂
四
者
の
擬
音
を

載
せ
る
。

⑩ 

郭
錫
良
『
漢
字
古
音
手
册
』（
增
訂
本
）
北
京
：
商
務
印
書
館
、二
〇
一
〇
年
。

配
列
は
、
現
代
音
の
韻
類
・
聲
母
順
。
現
代
音
を
知
る
者
に
は
引
き
や
す
い
。

筆
畫
索
引
あ
り
。
㉑
王
力
『
漢
語
史
稿
』（
修
訂
本
）
に
從
い
、
上
古
音
だ

け
で
な
く
中
古
音
も
竝
べ
、
王
力
の
擬
音
を
載
せ
る
。

⑪ 
OCM

と
略
す
。Schuessler ,Axel

（
許
思
萊
）　M

inim
al O
ld Chinese 

and later H
an Chinese : a com

panion to G
ram
m
ata serica 

recensa

（ABC Chinese dictionary series / Victor H
. M

air, general 

editor

）U
niversity of H

aw
ai ʿi Press, c2009　

　

韻
部
ご
と
に
表
を
作

り
、
論
考
を
加
え
て
い
る
。
後
ろ
で
紹
介
し
て
い
る
36A Handbook of 

O
ld Chinese Phonology. 

の
音
も
一
部
載
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
下
記
の

⑫
で
修
正
さ
れ
る
前
の
音
で
あ
り
數
も
少
な
い
。G

ram
m
ata serica 

recensa. 

は
④
を
參
照
。
カ
ー
ル
グ
レ
ン
が
一
九
五
七
年
に
編
ん
だ
漢
字
の

字
書
。「M

inim
al

」
と
あ
る
よ
う
に
、
最
大
公
約
數
的
な
擬
音
。
ま
だ
假
說

の
段
階
で
あ
る
も
の
や
異
論
の
大
き
い
も
の
は
除
い
て
再
構
成
し
て
い
る
。

⑫ 
B-S

と
略
す
。Baxter, W

illiam
 H

.

（
白
一
平
）and Sagart, Laurent

（
沙

加
爾
）Baxter-Sagart O

ld Chinese reconstruction, version 1.1 

（20 Septem
ber 2014

）　

現
代
中
國
語 pinyin 

順
の
配
列
（order: by 

M
andarin and M

iddle Chinese

）
エ
ク
セ
ル
形
式
の
フ
ァ
イ
ル
が
、
下
記

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。http://ocbaxtersagart.lsait.lsa.um

ich.

edu/

PD
F

フ
ァ
イ
ル
な
ら
こ
ち
ら
、http://ocbaxtersagart.lsait.lsa.um

ich.

edu/BaxterSagartOCbyM
andarinM

C2014-09-20.pdf

な
お
カ
ー
ル
グ
レ
ン
『
漢
文
典
』
順
の
配
列
（order: by G

ram
m
atica 

serica recensa num
ber

）
と
、
部
首
筆
畫
順
の
配
列
（order: by radical 

and stroke

）
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

主
な
通
假
字
典

上
古
音
の
聲
母
韻
母
を
載
せ
、
さ
ら
に
中
古
音
も
載
せ
る
も
の
が
多
い
。
前
の

二
種
は
傳
世
文
獻
を
主
と
す
る
通
假
字
字
典
。
後
の
四
種
は
主
に
出
土
資
料
を
對

象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
數
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。



通
假
字
を
見
る
た
め
の
上
古
音
槪
説

一
三
二

⑬ 

高
亨
・
董
治
安
『
古
字
通
假
會
典
』
濟
南
：
齊
魯
書
社
、
一
九
八
九
年
。
い

わ
ゆ
る
傳
世
文
獻
の
通
假
例
を
見
る
の
に
使
え
る
。
諧
聲
系
列
に
分
け
て
通

假
字
を
配
置
し
て
い
る
の
が
特
色
。
た
だ
し
韻
部
は
高
亨
獨
自
の
一
九
部
。

索
引
は
筆
畫
の
み
。

⑭ 

馮
其
庸
・
鄧
安
生
『
通
假
字
彙
釋
』
北
京
：
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六

年
。
部
首
筆
畫
配
列
。
現
代
音
、
中
古
音
の
韻
目
・
聲
母
・
四
聲
、
上
古
音

の
韻
母
・
聲
母
を
載
せ
る
。
上
古
音
は
、
⑥
唐
作
藩
『
上
古
音
手
册
』
と
⑤

陳
復
華
・
何
九
盈
『
古
韻
通
曉
』（
三
〇
部
）
を
見
て
定
め
た
と
あ
る
。
整

理
が
濟
ん
だ
簡
帛
資
料
も
用
い
た
と
い
う
が
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
卷
末

に
韻
部
別
の
「
通
假
字
總
表
」
が
載
る
。

⑮ 

劉
鈺
・
袁
仲
一
『
秦
文
字
通
假
集
釋
』
西
安
：
陝
西
人
民
敎
育
出
版
社
、

一
九
九
九
年
。
王
力
主
編
『
古
代
漢
語
』（〔
表
⑥
〕
の
注
3
參
照
）
の
韻
部
・

聲
母
に
從
う
。
收
錄
字
數
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
下
記
の
三
著
で
間
に
合
う
。

⑯ 

王
輝
『
古
文
字
通
假
字
典
』
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
。
王
力
主
編

『
古
代
漢
語
』（〔
表
⑥
〕
の
注
3
參
照
）
の
三
〇
部
に
從
い
、
各
部
ご
と
に

㉑
王
力
『
同
源
字
典
』
の
聲
母
、
五
大
類
、
七
小
類
の
三
二
聲
母
順
に
配
列
。

字
の
韻
母
・
聲
母
と
現
代
音
を
示
し
、
さ
ら
に
雙
聲
・
疊
韻
や
對
轉
な
ど
の

類
別
を
書
き
加
え
て
い
る
。
主
に
金
文
・
簡
帛
な
ど
の
通
假
字
を
載
せ
る
。

索
引
が
三
種
（
筆
畫
・
音
序
・
四
角
號
碼
）
用
意
さ
れ
て
い
る
。
實
例
や
傍

證
を
載
せ
る
の
で
有
用
。
先
に
『
古
文
字
通
假
釋
例
』
臺
北
：
藝
文
印
書
館
、

一
九
九
三
年
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
改
訂
版
。

⑰ 

劉
信
芳
『
楚
簡
帛
通
假
匯
釋
』
北
京
：
高
等
敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

配
列
は
朱
駿
聲
『
說
文
通
訓
定
聲
』
の
韻
部
十
八
部
に
從
う
。
聲
紐
は
、
⑥

唐
作
藩
『
上
古
音
手
册
』
を
准
と
す
る
と
前
言
に
あ
り
、
ま
た
そ
の
「
十
一

家
古
韻
分
部
異
同
表
」
は
「
一
目
了
然
」
と
稱
え
る
。
下
編
に
楚
簡
帛
の
釋

文
を
載
せ
る
の
で
、
便
利
。

⑱ 

白
於
藍
『
簡
帛
古
書
通
假
字
大
系
』
福
州
：
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七

年
。
先
に
出
し
た
、『
簡
牘
帛
書
通
假
字
字
典
』
福
建
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
お
よ
び
『
戰
國
秦
漢
簡
帛
古
書
通
假
字
彙
纂
』
福
建
人
民
出
版

社
、
二
〇
一
二
年
の
擴
充
修
訂
版
。
聲
韻
は
、
⑤
陳
復
華
・
何
九
盈
『
古
韻

通
曉
』、
つ
ま
り
三
十
部
に
從
う
。
韻
部
ご
と
に
分
け
、
諧
聲
系
列
に
沿
っ

て
竝
べ
る
。
索
引
は
聲
系
を
網
羅
し
た
條
目
索
引
と
、
筆
畫
索
引
が
載
る
。

主
な
上
古
音
の
槪
說
・
硏
究
書

（
上
古
音
字
典
に
所
載
の
も
の
は
除
く
）

⑲ 

高
本
漢
（
カ
ー
ル
グ
レ
ン
、Bernhard K

arlgren

）Com
pendium

 of 

Phonetics in A
ncient and A

rchaic Chinese. Bulletin of the M
useum

 

of Far Eastern Antiquities 26.

（1954

）. 

中
国
語
の
上
古
・
中
古
音
に
関

す
る
説
を
ま
と
め
た
も
の
。
漢
譯
は
、
張
洪
年
譯
『
中
國
聲
韻
學
大
綱
』
臺

北
：
中
華
叢
書
編
審
委
員
會
、
一
九
七
二
年
。
お
よ
び
聶
鴻
音
譯
『
中
上
古

漢
語
音
韻
綱
要
』
齊
魯
書
社
、
一
九
七
二
年
、
上
古
音
の
韻
部
を
三
五
に
分

け
る
。

⑳ 
藤
堂
明
保
『
中
國
語
音
韻
論
』
東
京
：
江
南
書
院
（
一
九
五
七
年
）、
東
京
：

光
生
館
（
一
九
八
〇
年
）
再
版
。
第
六
章 

上
古
漢
語
の
投
影
法
、

§

⒊
に
、

陰
陽
對
轉
・
陽
入
對
轉
・
陰
入
對
轉
の
一
覽
、

§

に
各
部
ご
と
の
諧
聲

音
符
表
が
載
る
。
他
に
、「
上
古
漢
語
の
音
韻
」『
中
國
文
化
叢
書
①
言
語
』
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東
京
：
大
修
館
書
店
、
一
九
六
七
年
に
も
同
樣
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
藤
堂

明
保
編
『
學
硏
漢
和
大
字
典
』
東
京
：
學
習
硏
究
社
、
一
九
七
八
年
、
お
よ

び
そ
の
改
訂
版
の
藤
堂
明
保
・
加
納
喜
光
編
『
學
硏
新
漢
和
大
字
典
』
東
京
：

學
硏
プ
ラ
ス
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
各
字
ご
と
に
藤
堂
說
に
よ
る
上
古
音
そ

の
他
を
載
せ
る
の
で
、
上
古
音
字
典
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
卷
末
に
各
部
ご
と
の
諧
聲
音
符
表
が
載
る
。

㉑ 

王
力　

數
が
多
く
ま
た
各
書
が
た
び
た
び
單
行
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
『
王

力
全
集
』
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
〜
四
年
に
所
收
の
も
の
で
上
古
音

に
關
係
す
る
も
の
を
列
擧
す
る
。
丸
括
弧
内
は
所
收
の
卷
。『
漢
語
音
韻
學
』

（
四
）、『
漢
語
音
韻
』『
音
韻
學
初
歩
』（
五
）、『
詩
韻
韻
讀
』『
楚
辭
韻
讀
』（
六
）、

『
同
源
字
典
』（
八
）、『
漢
語
史
稿
』（
九
）、『
漢
語
語
音
史
』（
十
）、『
上
古
音
』

（
十
一
）。
韻
部
は
、
初
め
二
九
部
。
冬
部
を
分
立
せ
ず
、
侵
部
に
含
め
る
。

後
に
三
〇
部
。

㉒ 

賴
惟
勤
『
說
文
入
門
』
東
京
：
大
修
館
書
店
、
一
九
八
三
年
。
第
四
章
「
段

玉
裁
の
古
音
十
七
部
說
」
他
が
參
考
に
な
る
。
恰
好
の
上
古
音
入
門
書
。

㉓ 

小
倉
肇
「
上
古
漢
語
の
音
韻
體
系
」『
言
語
硏
究
』（
日
本
言
語
學
会
）

七
九
。
一
九
八
一
年
。J-STAGE

（https://w
w
w
.jstage.jst.go.jp/

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

㉔ 

李
思
敬
著
／
慶
谷
壽
信
・
佐
藤
進
編
訳
『
音
韻
の
は
な
し
―
中
國
音
韻
學
の

基
礎
知
識
』
4
《
詩
經
》
音
系
、
東
京
：
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
。
原

本
は
『
音
韻
』
商
務
印
書
館
、
一
九
八
五
年
。

㉕ 

包
擬
古
（N

icholas C.Bodm
an

）
著
、
潘
悟
雲
・
馮
蒸
譯
『
原
始
漢
語
與
漢

藏
語
』
北
京
：
中
華
書
局
一
九
九
五
年
。Pro-Chines and Sino-Tibetan: 

data tow
ards establishing the nature of the relationship.In 

Contributions to H
istorical Linguistics:Issues and M

aterials, Frans 

van Coetsem
 and Linda augh, eds., pp34-199.Leiden, E.J.Brill. 

1980. 

他
三
篇
の
論
文
を
收
め
る
。

㉖ 

蒲
立
本
（Pulleyblank, Edw

in G.

）
著
、
潘
悟
雲
・
徐
文
堪
譯
『
上
古
漢

語
的
輔
音
系
統
』
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
。
原
本
は
、The 

consonantal system
 of O

ld Chinese. Asia M
ajor n.s. 9.58‒144, 206‒

265. 1962‒1963.　

㉗ 

李
方
桂
『
上
古
音
硏
究
』
北
京
：
商
務
印
書
館
、
一
九
八
〇
年
（
も
と
『
清

華
學
報
』
新
9
卷
1
・
2
期
合
刊
、
一
九
七
一
年
）。「
円
唇
舌
根
韻
尾
」

（*-gw
, *kw

, *ngw

）
を
設
定
。
賴
惟
勤
「
上
古
中
國
語
の
喉
音
韻
尾
に
つ

い
て
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
學
人
文
科
學
紀
要
』
第
3
卷
、
一
九
五
三
年
）

の
說
が
こ
れ
に
先
行
す
る
。
①
漢
字
古
今
音
資
料
庫
で
擬
音
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

㉘ 

董
同
龢
『
漢
語
音
韻
學
』
臺
北
：
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
七
七
年
。
韻
部
は

入
聲
を
陰
聲
に
含
め
て
お
り
、
二
二
部
。
な
お
『
上
古
音
韻
表
稿
』（
臺
北
：

中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
專
刊
甲
種
之
廿
一
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
る

擬
音
を
①
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

㉙ 

周
法
高
「
論
上
古
音
」（
香
港
中
文
大
學
『
中
國
文
化
硏
究
所
學
報
』
第
2

卷
第
1
期
（
一
九
六
九
）。「
論
上
古
音
和
切
韻
音
」（『
中
國
文
化
硏
究
所
學

報
』
第
3
卷
第
2
期
（
一
九
七
〇
）。
と
も
に
『
中
國
音
韻
學
論
文
集
』
香
港
：

香
港
中
文
大
學
（
一
九
八
三
）
に
所
收
。
三
十
一
部
、
入
聲
を
分
け
、「
祭
」

と
「
月
」
を
分
離
。



通
假
字
を
見
る
た
め
の
上
古
音
槪
説

一
三
四

㉚ 

余
廼
永
『
上
古
音
硏
究
』
香
港
：
中
文
大
學
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。
詩
韻

に
よ
る
分
部
は
師
の
周
法
高
に
從
う
が
、
別
に
諧
聲
に
基
づ
き
一
部
を
細
分

し
、
計
四
十
一
部
に
分
け
る
。
そ
の
韻
部
に
よ
り
高
本
漢
ほ
か
九
家
と
本
人

の
擬
音
の
對
照
表
を
表
示
す
る
。

㉛ 

竺
家
寧
『
聲
韻
學
』
臺
北
：
五
南
圖
書
、
一
九
九
一
年
。
音
聲
學
か
ら
現
代

語
・
方
言
、
近
世
音
か
ら
中
古
音
・
上
古
音
ま
で
総
合
的
な
著
述
。
上
古
音

は
三
二
部
（
談
部
と
盍
部
を
そ
れ
ぞ
れ
二
分
）。

32 

陳
新
雄
『
古
音
硏
究
』
臺
北
：
五
南
圖
書
、
一
九
九
九
年
。
複
聲
母
に
も
言

及
す
る
。

33 

郭
錫
良
「
殷
商
時
代
音
系
初
探
」「
西
周
金
文
音
系
初
探
」。
と
も
に
郭
錫
良

『
漢
語
史
論
集
』（
增
補
版
）、
北
京
：
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
五
年
に
所
收
。

34 

何
九
盈
『
古
漢
語
音
韻
學
述
要
』（
修
訂
本
）
北
京
：
中
華
書
局
、

二
〇
一
〇
年
。
入
門
槪
說
書
。
初
版
は
一
九
八
七
年
。
近
年
の
硏
究
成
果
に

は
觸
れ
て
い
な
い
。

35 

潘
悟
雲
『
漢
語
歴
史
音
韻
學
』
上
海
：
上
海
敎
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

上
古
音
の
主
な
問
題
點
を
論
じ
て
お
り
、
非
常
に
參
考
に
な
る
。
一
字
索
引

が
あ
る
が
、
收
錄
數
が
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
、
字
書
と
し
て
は
使
い
に
く

い
。

36 
Baxter, W

illiam
 H

. /

田
中
孝
顕
譯『
古
代
中
國
語
音
韻
學
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

東
京
：
き
こ
書
房
、
二
〇
一
四
年
。A Handbook of O

ld Chinese 

Phonology. Trends in linguistics,.Studies and m
onographs ; 64. 

M
outon D

e Gruyter , 1992.

の
翻
訳
。
擬
音
は
⑫
と
38
よ
り
も
簡
略
で

あ
る
。

37 

平
山
久
雄
「
上
古
漢
語
音
素
體
系
」『
開
篇
』
二
五
、
二
〇
〇
六
年
。
東
京
：

好
文
社
。

38 
B-SO

C

と
略
す
。Baxter, W

illiam
 H

., and Laurent Sagart. 2014. 

O
ld C

hinese: a new
 reconstruction. N

ew
 York: O

xford 

U
niversity Press.

前
記
の
⑫B-S

：B
axter-Sagart O

ld Chinese 

reconstruction

の
書
籍
版
。
論
考
を
含
む
。
か
な
り
専
門
的
で
あ
り
、
細

か
く
記
號
を
つ
け
て
い
る
。
初
期
の
ベ
ト
ナ
ム
借
用
音
や
福
建
方
言
な
ど
も

參
照
し
復
元
し
て
い
る
。

39 

金
理
新
『
上
古
音
略
』
合
肥
：
黃
山
書
社
、
二
〇
一
三
年
。
韻
部
お
よ
び
聲

母
に
つ
い
て
擬
音
を
論
じ
る
。『
詩
經
』
押
韻
字
の
擬
音
一
覽
が
あ
り
、
上

古
音
・
中
古
音
をpinyin

順
に
竝
べ
る
。
著
者
に
は
他
に
、『
上
古
漢
語
音
系
』

黃
山
書
社
、
二
〇
〇
二
年
と
、『
上
古
漢
語
形
態
硏
究
』
黃
山
書
社
、

二
〇
〇
五
年
が
あ
る
が
、
と
も
に
索
引
が
な
い
の
で
使
え
な
い
。

40 
С
ерге́й А

нато́льевич С
та́ростин

（Sergei Anatolyevich Starostin

）.　

Реконст
рукция древнекит

айской ф
онологической сист

ем
ы
.

（Reconstruction of old Chinese phonology

）. 

漢
譯
が
二
種
あ
る
。
一

つ
は
、『
古
代
漢
語
音
系
的
構
擬
』
斯·

阿·

斯
塔
羅
斯
金
著
、
林
海
鷹
・
王

冲
譯
：
鄭
張
尙
芳
・
馮
蒸
審
校
、
上
海
：
上
海
敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

二
つ
め
は
、『
古
漢
語
音
系
的
構
擬
』C.A.

斯
塔
羅
思
京
著
、
張
興
亞
譯
：

唐
作
藩
審
定
、
北
京
：
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。
な
お
第
一
章
の

日
本
語
譯
が
、
野
原
將
揮
・
千
葉
謙
悟
兩
氏
に
よ
り
、『
開
篇
』
二
七
、

二
〇
〇
八
年
・
二
八
、
二
〇
〇
九
年
の
兩
號
に
載
る
。

41 

陸
志
韋
『
古
音
說
略
』
燕
京
學
報
專
號
之
二
十
、一
九
四
七
年
。
序
文
は



一
三
五

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

一
九
四
三
年
。
ま
た
臺
北
：
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
七
一
年
。『
陸
志
韋
語

言
學
著
作
集
』（
一
）（
二
）、
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
・

一
九
九
九
年
に
も
收
め
る
。
獨
自
の
古
音
研
究
。

42 

馮
蒸
「
二
十
世
紀
漢
語
歷
史
音
韻
硏
究
的
一
百
項
新
發
現
與
新
進
展
」（
上
）

『
漢
字
文
化
』
二
〇
一
〇
―
五
、（
下
）『
漢
字
文
化
』
二
〇
一
〇
―
六
、（
補

正
）『
漢
字
文
化
』
二
〇
一
一
―
一
。
問
題
點
・
假
說
を
論
文
名
と
と
も
に

列
擧
し
簡
潔
に
說
明
。
上
古
音
は
計
五
七
項
、
音
變
の
第
八
七
項
も
上
古
音

に
つ
い
て
の
も
の
。
音
韻
硏
究
の
現
狀
が
槪
觀
で
き
る
。

注（
1
）
通
假
の
定
義
は
定
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
通
假
字
を
論
じ
る
多
く
の
論
著

が
ま
ず
そ
の
定
義
づ
け
か
ら
論
を
進
め
て
い
る
。
一
例
と
し
て
下
記
の
論
文
を
參
照
さ

れ
た
い
。

 

來
國
龍
「
通
假
字
・
新
語
文
學
和
出
土
戰
國
秦
漢
簡
帛
的
硏
究
」2016

年6

月20

〜

21

日
、
澳
門
大
學
・
武
漢
大
學
・
香
港
城
市
大
學
・
美
國
佛
羅
里
達
（
ア
メ
リ
カ
フ

ロ
リ
ダ
）
大
學
共
同
開
催
の
「
首
屆
新
語
文
學
與
早
期
中
國
硏
究
國
際
硏
討
會
」
宣
讀
。

武
漢
大
學「
簡
帛
網
」http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_　

article.php?id=
2772

（
收

稿
時
間
爲2017

年3

月29

日
）

（
2
）
宋
の
呉

、
明
の
陳
第
、
つ
い
で
清
儒
の
硏
究
が
精
し
い
。
中
國
語
音
韻
學
の
概

說
書
に
そ
れ
ぞ
れ
記
述
が
あ
る
。
專
著
と
し
て
王
力
『
清
代
古
音
學
』
北
京
・
中
華
書

局
、
一
九
九
二
年
。
李
葆
嘉
『
清
代
古
聲
紐
學
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。

等
が
あ
る
。

（
3
）
そ
の
著
作Études sur la phonologie chinoise.

四
册
、
一
九
一
五
〜
二
六
は
、

大
い
に
中
國
の
硏
究
者
を
刺
激
し
、
本
人
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
修
正
を
取
り
入
れ
つ

つ
『
中
國
音
韻
學
硏
究
』
と
し
て
翻
譯
出
版
（
一
九
四
〇
年
、
長
沙
商
務
印
書
館
）
さ

れ
た
（
そ
の
後
一
九
六
二
年
、
臺
灣
商
務
印
書
館
。
二
〇
一
四
年
、
北
京
商
務
印
書
館

な
ど
）。

（
4
）
反
切
は
傳
統
的
な
漢
字
音
の
音
注
表
記
で
あ
る
。「
○
○
反
」
ま
た
は
「
○
○
切
」

と
記
し
、上
字
の
聲
母
と
下
字
の
韻
母
と
を
組
み
合
わ
せ
て
音
を
表
す
。
例
え
ば
、「
釁
、

許
愼
切
」と
あ
る
。「
釁
」字
の
音
は
、「
許
」字
の
聲
母
つ
ま
り
中
古
音
で
あ
れ
ば﹇x

（j

）-

﹈

（
あ
る
い
は
﹇h

（j

）-

﹈）
と
、「
愼
」
の
韻
母
の
同
じ
く
﹇-in

﹈（
去
聲
）
を
組
み
合
わ

せ
て
、﹇xin

﹈（
去
聲
）
と
な
る
。
日
本
漢
字
音
で
い
う
と
、「
キ
」+

「
イ
ン
」
で
「
キ

ン
」
が
導
き
出
せ
る
。

（
5
）
等
韻
圖
の
一
つ
。
漢
字
の
音
節
総
表
。
四
三
枚
か
ら
成
る
。
い
つ
誰
が
作
っ
た
の

か
不
明
。
避
諱
字
か
ら
北
宋
以
前
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
の
張
麟
之
が
入
手
し

序
文
を
つ
け
て
刊
行
（
一
一
六
一
年
）
し
た
。
そ
の
後
中
國
で
は
失
わ
れ
た
が
、
日
本

に
傳
わ
っ
た
『
韻
鏡
』
が
、
黎
庶
昌
・
楊
守
敬
『
古
逸
叢
書
』（
一
八
八
四
年
）
の
一

册
と
し
て
出
版
さ
れ
て
、
中
國
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
6
）
軽
唇
音
（
非
敷
奉
微
）
も
唐
末
頃
に
幇
組
か
ら
分
離
し
た
と
考
え
ら
れ
、
上
古
音

に
は
な
か
っ
た
。

（
7
）「
基
子
音
」
の
原
文
は
「
基
補
音
」。
⑨
鄭
張
尙
芳
『
上
古
音
系
』
一
一
一
頁
。「

音
」

は
韻
母
で
い
う
介
音
と
同
じ
も
の
を
指
す
。

は
「
下
受
け
・
下
敷
き
」
の
意
。

（
8
）
陰
陽
對
轉
の
理
論
を
最
初
に
た
て
た
の
は
、
清
の
孔
廣
森
で
あ
る
。「
對
轉
」
と
は
、

〔
表
⑥
〕
よ
り
も
〔
表
⑤
〕
の
方
が
說
明
し
や
す
い
。〔
表
⑤
〕
の
左
右
の
關
係
で
あ
る
。

韻
尾
が
陰
入
陽
で
入
れ
替
わ
っ
た
關
係
。「
旁
轉
」
と
は
韻
尾
が
同
類
の
中
で
、
主
母

音
が
入
れ
替
わ
っ
た
關
係
。
斜
め
に
ず
れ
た
の
が
「
旁
對
轉
」。
そ
の
他
、
韻
尾
の
類

が
異
な
る
と「
通
轉
」と
い
う
。
聲
母
の
方
は
も
っ
と
や
や
こ
し
い
。〔
表
①
〕を
參
照
。

ま
ず
同
音
が
「
雙
聲
」
で
あ
る
。
舌
音
と
歯
音
と
が
そ
れ
ぞ
れ
二
類
に
分
か
れ
る
が
そ

の
上
下
の
関
係
を
「
準
雙
聲
」
と
い
う
。
つ
ま
り
「
端
」
と
「
照
」、「
初
」
と
「
清
」

の
關
係
。
次
に
横
行
の
關
係
を
「
旁
紐
」
と
い
う
。
さ
ら
に
舌
音
と
歯
音
が
二
類
に
分

か
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
斜
め
の
關
係
を
「
準
旁
紐
」
と
い
う
。
も
う
一
つ
「
隣
紐
」
と

い
う
の
が
あ
り
、
縦
の
關
係
の
一
部
、
喉
音
と
牙
音
（
牙
喉
音
と
總
稱
す
る
こ
と
も
多

い
）・
舌
音
と
歯
音
・
鼻
音
（
疑
母
と
泥
母
）・
明
母
と
來
母
な
ど
の
關
係
を
い
う
。
な

お
『
同
源
字
典
』
は
い
わ
ゆ
る
單
語
家
族
の
字
書
で
あ
っ
て
、
通
假
字
典
で
は
な
い
。

（
9
）
⑳
藤
堂
明
保
の
『
學
硏
新
漢
和
大
字
典
』
も
見
た
が
、「
疐
」
の
上
古
音
を
載
せ
て

い
な
い
。「
對
」
はtuət

と
あ
る
。

（
大
阪
工
業
大
學
客
員
敎
授
・

立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）
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〔表①〕⑯王輝『古文字通假字典』聲母（p.18）
㉑王力『同源字典』紐表（p.18 と p.71）に基づく

喉音 影  ø
牙音 見  k 溪  k 群   疑  ŋ 曉   x 匣 + 喩 3
舌
音

舌頭 端  t 透  t 定   d 泥  n 來  l
舌面 照：照 3 ȶ 穿：穿 3ȶ 神：牀 3 ȡ 日  ȵ 喩：喩 4 審：審 3 禪：禪 3 

齒
音

正齒 莊：照 2 ʧ 初：穿 2ʧ 牀：牀 2ʤ 山：審 2 ʃ 俟：禪 2 ʒ
齒頭 精  ts 淸  ts 從  dz 心   s 邪   z

唇音 幇  p 滂  p 竝  b 明  m
＊㉑王力の原本には擬音が加えられているが、王輝はそれを省いている。いまその擬音を同書p.71に從い、
現在の國際音聲記號に置き換えて提示する。* 俟母を王輝氏は數が少ないとして牀母に含める。

〔表②〕⑩郭錫良『漢字古音手册』（增訂本）例言（p.4）による聲母
㉑王力『漢語史稿』による 32 声母とその擬音を採用

喉音 見 k 溪 k 群 g 疑 ŋ
（+牙音） 曉 x 匣 + 喩 3 影 ø 

舌頭音 端 t 透 t
餘 d →
＝喩 4

定 d 泥 n 來 l

舌上音
章 ȶ
＝照 3

昌 ȶ
＝穿 3

船 ȡ
＝牀 3

書  
＝審 3

禪 
＝禪 3

日 ȵ 
齒頭音 精 ts 淸 ts 従 dz 心 s 邪 z

正齒音
荘 ʧ
＝照 2

初 ʧ 
＝穿 2

祟 ʤ
＝牀 2

山 ʃ
＝審 2

唇音 幇 p 滂 p  竝 b 明 m
＊擬音は、現在の國際音聲記號に置き換えた。餘母は［d］から［ ］に變化したと王力はいう。
この餘母を［d］としたため、他の濁音聲母を有氣音［ ］としたが、後に撤回。〔表①〕を參照。
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〔表③〕舌音・齒音の中古音聲母の別稱
そ
の
他

㉙
董
同
龢
『
漢
語
音
韻
學
』

37
平
山
久
雄
「
上
古
漢
語

音
素
體
系
」

⑳
藤
堂
明
保

⑥
唐
作
藩
『
上
古
音
手
册
』

⑩
郭
錫
良
『
漢
字
古
音
手

册
』（
漢
語
史
稿
〔
表
②
〕

⑯
王
輝
『
古
文
字
通
假
字

典
』（
同
源
字
典
）〔
表
①
〕

爲・雲 云 →匣 于 →匣 →匣 →匣 喩 3
以 羊 喩 餘 餘 喩 喩 4
章 章 照 章 章 照 照 3
昌 昌 穿 昌 昌 穿 穿 3
船 船 神 船 船 神 牀 3
書 書 審 書 書 審 審 3
常 常 禪 禪 禪 禪 禪 3
莊 莊 莊 莊 莊 莊 照 2
初 初 初 初 初 初 穿 2
祟 祟 祟 祟 祟 牀 牀 2
生 生 疏 生 山 山 審 2
俟 俟 ○ ○ ○ 俟 禪 2

〔表④〕㉗李方桂『上古音研究』p.21
塞音 鼻音 通音

淸 次淸 濁 淸 濁 淸 濁
唇音 p ph b hm m
舌尖音 t th d hn n hl l,r
舌尖塞擦音 ts tsh dz s
舌根音
及び喉音

k kh g hng ng
・ h

圓唇舌根音
及び喉音

kw khw gw hngw ngw
・w hw

*「-w」は圓唇性を、塞音次淸欄の「-h」は有気音を、鼻音・通音の「h-」は無聲
音（hm=m ,etc.）を、「-ng」は「-ŋ」を表す。
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〔表⑤〕⑩郭錫良『漢字古音手册（增訂本）』の韻部（例言 p.5）
㉑王力『漢語史稿』（p.61 ～ 63）による

陰 入 陽
1 之部 ə 2 職部 ək 3 蒸部 əŋ
4 幽部 əu 5 覺部（沃） əuk 6 冬部（中） əm
7 宵部 au 8 藥部 auk
9 侯部 o 10 屋部 ok 11 東部 oŋ
12 魚部 ɑ 13 鐸部 ɑk 14 陽部 ɑŋ
15 支部（佳） e 16 錫部 ek 17 耕部 eŋ
18 脂部 ei 19 質部 et 20 眞部 en
21 微部 əi 22 物部（術） ət 23 文部（諄） ən
24 歌部 a 25 月部（祭月） at 26 元部 an

27 緝部 əp 28 侵部 əm
29 葉部（盍） ap 30 談部 am

＊ 1. 上段に「陰入陽」を追加。2. 丸括弧に他者の別稱を補った。3. 王力『漢語史稿』は
29 部で、6. 冬部がない。ここでは冬部を 28. 侵部から分立させるが、擬音は同じ［əm］。
後に［əuŋ］に變化した。4. 同じ王力であるが、〔表⑥〕と擬音がかなり異なる。

〔表⑥〕⑯王輝『古文字通假字典』の韻部（p.18）
王力主編『古代漢語』に基づく

甲類
喉音韻尾

陰 之 ə 支 e 魚 a 侯 o 宵 ô 幽 u
入 職 ək 錫 ek 鐸 ak 屋 ok 沃 ôk ＊　 覺 uk
陽 蒸 əng 耕 eng 陽 ang 東 ong 冬 ung

乙類
舌音韻尾

陰 微 əi 脂 ei 歌 ai
入 物 ət 質 et 月 at
陽 文 ən 眞 en 元 an

丙類
唇音韻尾

入 緝 əp 盍 ap
陽 侵 əm 談 am

＊ 1.「沃」部は他者の「藥部」。王力も『古代漢語』では「藥部」としている。しかも「沃」
字はふつう他書では「覺部」に屬し、人によっては「覺部」の別稱として使う。2.「陰入陽」
と韻尾の種類に名稱を追加した。聲母表の方に王力『同源字典』に從うとあるので、参考に『同
源字典』の擬音を入れたが、王力の他書とは異なる。3.『古代漢語』は學生向けの敎科書。修
訂を繰り返し今は郭錫良主編。冬韻を立てた 30 部、王力はそれを侵部に含めた 29 部。
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〔表⑦〕　⑨鄭張尚芳『上古音系』の韻部表 p.168
-i- - - -u- -o- -a- -e-

A.
收
喉

-ø 脂（豕） 之 幽（流） 侯 魚 支
- 質（節） 職 覺 屋 鐸 錫
-ŋ 眞（黽） 蒸 冬（終） 東 陽 耕

B.
收
唇

-w 幽（叫） 幽（攸） =u 宵（夭） 宵（高） 宵（堯）
-w 覺（弔） 覺（肅） =u 藥（沃） 藥（樂） 藥（的）
-b 緝（埶） 緝（澀） 緝（納） 盍（乏） 盍 盍（夾）
-m 侵（添） 侵（音） 侵（枕） 談（凡） 談 談（兼）

C.
收
舌

-l/-i 脂 微（衣） 微（畏） 歌（戈） 歌 歌（地）
-d 質 物（迄） 物（術） 月（脱） 月（曷） 月（滅）

［-s］ 至 隊（氣） 隊 祭（兌） 祭（泰） 祭
-n 眞 文（欣） 文（諄） 元（算） 元（寒） 元（仙）

＊〔原文の補足説明〕1. 上聲［- ］尾 35 韻と去聲［-s］尾 58 韻を入れていない。それ
を加えると 151 韻となる。2. 上古晩期、［-ds］［-bs］12 韻が［-s］に合流し、［-d］と竝
立する「至・隊・祭」三部が現れるので、表の C. 收舌韻〔［-d］欄の下〕に、［-s］6 韻（至・
隊（氣隊）・祭（兌泰祭））を增やす。

〔表⑧〕-1　35潘悟雲『漢語歴史音韻學』の韻母　p.262-263
-0 -k -ŋ -l -t -n -p -m -w -wk

a 魚 鐸 陽 歌 1 月 1 元 1 盍 1 談 1 宵 1 藥 1
e 支 錫 耕 歌 2 月 2 元 2 盍 2 談 2 宵 2 藥 2

之 職 蒸 徹 1 物 1 文 1 緝 1 侵 1 幽 2 覺 2
i 脂 2 質 2 眞 2 脂 1 質 1 眞 1 緝 2 侵 2 幽 3 覺 3
u 幽 1 覺 1 冬 1 微 2 物 2 文 2 緝 3 侵 3 幽 1 覺 1
o 侯 屋 東 歌 3 月 3 元 3 盍 3 談 3 宵 3 藥 3

〔表⑧〕-2　潘悟雲による㉗李方桂の母音系統
-  /-k -ŋ - w/-kw - ŋw -b/-p -m -d/-t -n -r

u 侯 東 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
i 佳 耕 〇 〇 〇 〇 脂 眞 〇
o 之 蒸 幽 中 緝 侵 微 文 〇
ə 魚 陽 宵 〇 葉 談 祭 元 歌

〔表⑧〕-3　潘悟雲による㉑王力の母音系統
-0 -k - ŋ -i -t -n -p -m

a 魚 鐸 陽 歌 月 元 盍 談
e 支 錫 耕 脂 質 眞 〇 〇
ə 之 職 蒸 微 物 文 緝 侵
u 幽 覺 〇 〇 〇 〇 〇 〇
o 侯 屋 東 〇 〇 〇 〇 〇
ô 宵 沃 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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〔表⑨〕　⑪ OCM 聲母表　p.16
（A）1,4,2 等 （B）3 等

grave
抑音

（舌を使わない音）

k kh  ŋ  h kj khj j ŋj j hj
kr khr r ŋr r hr krj - 　諧声系列から推測される
p ph b m pj phj bj mj
pr phr br mr prj - 　諧声系列から推測される

acute
揚音

（舌を使う音）

t th d n tj thj dj nj l j
tr thr dr nr trj thrj drj nrj
ts tsh dz s r tsj tshj dzj sj zj rj
tsr tshr dzr sr tsrj tshrj dzrj srj

＊（A）タイプは切韻音系の 1,4,2 等に對應し、（B）タイプは 3 等に對應する。

〔表⑩〕　⑪ OCM　韻部表
1 a 魚 2 ak 鐸 3 aŋ 陽
4 ə 之 5 ək 職 6 əŋ 蒸
7 e 支 8 ek 錫 9 eŋ 耕
10 o 侯 11 ok 屋 12 oŋ 東
13 u 幽 14 uk 覺 15 uŋ 冬
16 au 宵 17 auk 藥

18 ai 歌（1） 19 oi,wai 歌（2）
20 et,e（t）s 月祭（1） 21 at,a（t）s 月祭（2） 22 ot,o（t）s, 月祭（3）
23 en 元（1） 24 an 元（2） 25 on,wan 元（3）
26 i, əi 脂 27 əi 微（1） 28 ui,wəi 微（2）
29 it,i（t）s 質 30 ət,ə（t）s 物（1） 31 ut,u（t）s 物（2）
32 in 眞 33 ən 文（1） 34 un,wən 文（2）

35 ap,ep 盍 36 am,em 談
37 əp,ip,up 緝 38 əm,im,um 侵

＊まえがき xvi 頁の表に、目次の擬音と韻部名をいれた。



一
四
一

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

〔表⑪〕⑫ B-S p.69　聲母 Old Chinese main-syllable initial consonants

plain（typeB）

p t ts k k q q
p t ts s k k q q
b d dz g g
m n l r ŋ ŋ
m n l r ŋ̊ ŋ̊

pharyngealized
（typeA）

pˤ tˤ tsˤ kˤ k ˤ qˤ q ˤ ˤ ˤ*
p ˤ t ˤ ts ˤ sˤ k ˤ k ˤ q ˤ q ˤ
bˤ dˤ dzˤ gˤ g ˤ ˤ ˤ
mˤ nˤ lˤ rˤ ŋˤ ŋ ˤ
mˤ nˤ lˤ rˤ ŋ̊ˤ ŋ̊ ˤ

*rare　　　（pharyngealized：咽頭化）

〔表⑫〕⑫ B-S  p.49 韻部 Rhymes reconstructed for Old Chinese
*-ø *-j *-w *-n *-m *-ŋ *-r *-t *p- *-k *-wk

*i － -ij -iw -in -im -iŋ -ir -it -ip -ik -iwk
*u -u -uj － -un -um -uŋ -ur -ut -up -uk －
*ə -ə -əj － -ən -əm -əŋ -ər -ət -əp -ək －
*e -e -ej -ew -en -em -eŋ -er -et -ep -ek -ewk
*o -o -oi － -on -om -oŋ -or -ot -op -ok －
*a -a -aj -aw -an -am -aŋ -ar -at -ap -ak -awk




